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＜観点別評価の事例＞
①コンピュータを利用した会計処理に関心を持ち、自分から進んで表計算ソフトを使って考えようとする。

【関心・意欲・態度 （行動観察）】

（ ） （ ）（Ａ）十分に満足できる （Ｂ）おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 生徒への手だて

ワークシートの手順をもとに コンピュータを利用した会計 データの入力方法や財務諸表の作成、
各種の財務諸表の作成など、自 処理に関心を持ち、自分から進 手順など、手順を指導し、関心をもて
ら課題を設定し、意欲的に課題 んで表計算ソフトを使って処理 るよう支援する。
に取り組んでいる。 しようとする。

②手作業の場合とコンピュータを使った場合において、的確に会計処理した上で、その特徴の違いを考えることがで
きる。

【思考・判断 （ワークシート）】

（ ） （ ）（Ａ）十分に満足できる （Ｂ）おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 生徒への手だて

手作業の場合とコンピュータ 手作業の場合とコンピュータ 手作業の場合とコンピュータを使っ
を使った場合において、的確に を使った場合において、的確に た場合のそれぞれについて、利点や特
会計処理した上で、その特徴の 会計処理した上で、その特徴の 徴を把握できるよう、支援する。
違いを考え、さらにどんな点に 違いを考えることができる。
留意すべきか、理解できる。

（この評価については次ページの資料を参照して下さい ）。

③コンピュータを使った会計処理について、その処理の流れを理解し、表計算ソフトを使って確認できる。
【技能・表現 （ソフトウェア）】

（ ） （ ）（Ａ）十分に満足できる （Ｂ）おおむね満足できる Ｃ 努力を要する 生徒への手だて

表計算ソフトウェアによる会 表計算ソフトウェアを使って 表計算ソフトウェアのワークシート、
計処理の流れを理解している。 入力が行われ、ワークシートが 上に空欄が多く、仕訳から順を追って
また仕訳等、的確なデータ入力 完成している （未入力の箇所が 考え、入力できるよう支援する。。
が行われ、ワークシートが完成 ある）
している。
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＜実際の評価例（一部・必要な箇所のみ抜粋）＞
（Ａ）と評価したワークシート

それぞれの場合の特徴だけでなく、留意点や今
後の簿記学習の必要性ついて述べられている。

また、手作業による財務諸表が完成している。

（Ｂ）と評価したワークシート

それぞれの場合の特徴のみが記されている。
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【成果】
・常に生徒の行動・思考を「評価する」という意識が自分の中にあるため、授業等における生徒の行動観察が以前よ

りも注意深くできるようになった。
・学習内容がある程度理解できてはいるが、考査等になると力を十分に発揮できない生徒もいる。様々な観点や方法

によって生徒を評価するので、生徒の努力の過程が成績に今まで以上に反映されやすい。

【課題】
、 、 。・４つの観点について評価を行う場合 全観点からの評価は難しいため 優先的に評価の観点を選択することになる

小単元や時間数によっては、全く評価しない観点ができてしまうことになる。
・かつてのような「問題集提出」や「小テスト 「定期考査」といった評価付けとは違い、毎時間、評価を行うこと」

になるので 当然のことながら授業に出席することが前提となる 欠席する生徒がいた場合 その生徒は評価が な、 。 、 「
し 、もしくは「最低ランク」での評価となる可能性が高いため、欠席者に対する評価方法について、学校ごとに」
統一的な見解が必要である。

・あらかじめ評価を考えて、ワークシート等を作成しておかないと、単に授業を実践しただけとなり、そこから得ら
れた結果を次のステップに生かすことが難しくなる。授業にのぞむ前の段階から、授業後の評価に至るまで、一連
の指導の流れを考え、実践していくことが大切である。

【授業の様子】

生徒がワークシート上に書き記した仕訳（デ 画面上には、表計算ソフトウェアのワーク
ータ）をもとに、該当箇所にデータ入力をして シート上にデータを入力し、マクロを実行さ
いるところ。 せた後の処理結果が表示されている。
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